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（別紙） 

 

政府備蓄米の適正水準への早期回復等に向けた意見書 

 

政府においては、昨年、米穀の流通の円滑化を目的として、政府備蓄米を

放出する措置を講じられたところであるが、本来、政府備蓄米は不作や災害

等緊急事態における国民への供給の役割を担っており、食料安全保障の観点

から適正水準へ早期に回復することが国民生活の安定に不可欠である。 

また、令和７年産米については、供給量が前年から約 68 万トン増加する

一方で、需要量が前年を 30 万トン下回った結果、需給バランスが悪化して、

令和８年６月末の民間流通在庫が 243 万トンと過去最大となり、令和８年産

以降の需給及び価格形成の見通しに対して生産者の不安が高まっている。 

そのような状況において、先般、政府が示した 21 万トンの備蓄米の買戻

しは、米の需給バランスを適正な状態にするために十分な量とは言えない。 

特に物価が高騰している昨今においても、主食である米は、国民が安定的

に購入できる価格である必要がある一方で、米価の下落が続けば、生産者の

経営は立ち行かなくなり、後継者確保が困難となって米の生産量が減少し、

その結果として、米不足と米価高騰を招いて国民への安定的な食料供給が難

しくなることが危惧される。 

米の価格は需給バランスによって決まるが、米の需給や価格が想定を超え

て変動し、その結果として生産者の経営継続への不安の高まりと消費者・実

需者の国産米離れが同時に起こりつつある現状において、政府が責任をもっ

て全国的な米の需給の安定化による生産者の持続的な経営の確保を図り、以

って国民への安定的な食料供給を確保することが必要不可欠であり、下記の

項目を要望する。 

記 

１ 政府が行う米穀の備蓄について、食料安全保障の観点から適正な備蓄水

準を早期に回復すること。 

  また、政府備蓄米の売渡しに係る買戻しや買入れについては、先般、 

21 万トンを買い戻す意向が示されたが、放出された全量を満たしてはおら

ず、また、需給バランスを適正なものにするのに十分な量とは言えないこ

とから、令和８年産米の供給量を適切に把握した上で、適正な備蓄水準と

なる量の買戻し・買入れを速やかに実施すること。 

２ 食料システム法に基づき示された、生産・集荷・流通の各段階での米の

コスト指標が形骸化することのないよう、取引実態調査や事業者に対する

指導など法律に規定された政府の役割を適切に果たすとともに、国がリー

ダーシップを発揮して適切な価格形成が行われる環境を整えること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
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